
組
合
員
・
家
族
の
み
な
さ
ん
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
す
べ
て

の
皆
さ
ん
。
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

５
類
と
な
り
、
一
気
に
旅
行
客

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
り
、
観

光
地
や
大
駅
で
は
人
が
あ
ふ
れ

か
え
っ
て
い
る
光
景
が
ニ
ュ
ー

ス
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
世
界

中
の
人
た
ち
が
大
移
動
し
た
こ

と
で
各
国
に
感
染
が
広
が
る
こ

と
に
な
り
、
今
は
下
火
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

も
第
10
波
で
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
含
め
て
多
く
の
利
用
者
が

増
え
ま
し
た
が
、
臨
時
列
車
の

定
期
化
、
は
る
か
の
９
両
化
な

ど
を
要
員
そ
の
ま
ま
で
乗
り
切

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会
社
は
、

２
０
３
０
年
ま
で
に
み
ど
り
の

窓
口
を
３
０
駅
と
い
う
方
針
の

ま
ま
、
窓
口
廃
止
、
遠
隔
Ｍ
Ｖ

化
、
無
人
化
、
委
託
化
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
問
題
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
非
接
触
・
非
対
面
と
い
い

な
が
ら
、
高
齢
者
や
不
慣
れ
な

利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
捨
て
を
さ
ら
に
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
再
生
法
の
改
正
法
が
成

立
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、

地
方
公
共
団
体
又
は
鉄
道
事
業

者
か
ら
再
構
築
協
議
会
設
置
の

要
請
が
あ
り
、
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
と
認
め
る
時
は
、
再

構
築
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と

が
で
き
、
再
構
築
方
針
を
作
成

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
再
構
築

協
議
会
の
構
成
は
、
①
国
土
交

通
大
臣
②
そ
の
特
定
区
間
を
区

域
に
含
む
地
方
公
共
団
体
③
そ

の
特
定
区
間
に
関
わ
る
鉄
道
事

業
者
④
関
係
す
る
公
共
交
通
事

業
者
、
道
路
管
理
者
、
交
通
手

段
再
構
築
実
証
事
業
又
は
、
再

構
築
方
針
に
定
め
よ
う
と
す
る

事
業
の
実
施
者
⑤
公
安
委
員
会

⑥
利
用
者
、
学
識
経
験
者
そ
の

他
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
者

と
し
て
い
ま
す
。
参
議
院
の
国

土
交
通
委
員
会
の
附
帯
決
議
で

は
、
廃
線
あ
り
き
で
な
く
住
民

の
意
向
、
地
域
に
与
え
る
影
響

を
十
分
考
慮
し
て
総
合
的
に
判

断
す
べ
き
で
あ
り
、
丁
寧
な
合

意
形
成
と
合
意
の
な
い
交
通
手

段
再
構
築
等
は
行
わ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
に

「
輸
送
需
要
の
減
少
等
に
よ
り

大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄
道

の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
旅
客

運
送
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な

提
供
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
区

間
」
が
あ
り
、
鉄
道
事
業
者
が

要
請
し
て
も
附
帯
決
議
が
守
ら

れ
、
地
域
の
足
が
奪
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
線
区
が
輸
送
人
員
２

０
０
０
人
未
満
だ
と
か
、
営
業

収
益
で
あ
る
と
か
で
は
な
く
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
地
域

の
生
き
る
希
望
と
し
て
ど
う
し

て
も
残
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

核
兵
器
禁
止
条
約
第
２
回
締

約
国
会
議
の
宣
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
最
後
で
は
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現
す
る

た
め
に
不
断
に
努
力
す
る
。
核

兵
器
の
完
全
廃
絶
ま
で
休
む
こ

と
は
な
い
。
」
と
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
へ
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
攻
撃
、
中
国
が

香
港
特
別
行
政
区
国
家
安
全
維

持
法
を
使
っ
て
、
再
び
人
権
侵

害
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
２
４
年
は
、
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
。
声
を
上
げ
、
権
力

を
持
つ
者
に
抗
わ
な
け
れ
ば
、

多
く
の
住
民
が
、
そ
し
て
多
く

の
子
供
た
ち
が
生
死
の
間
に
身

を
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
が

続
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
２
４
春
闘
で
は
、

大
幅
賃
上
げ
獲
得
の
た
め
に
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
、
運
動

を
前
進
さ
せ
る
。
組
織
を
拡
大

し
会
社
を
変
え
る
。
そ
の
た
め

に
も
学
習
す
る
こ
と
が
一
番
重

要
で
す
。
裏
金
・
パ
ー
テ
ィ
ー

券
問
題
、
辞
任
ド
ミ
ノ
、
国
会

議
員
の
資
質
、
生
活
に
苦
し
ん

で
い
る
国
民
が
求
め
て
い
な
い

岸
田
自
公
政
権
を
打
倒
す
る
た

め
に
は
、
野
党
共
闘
の
推
進
が

不
可
欠
で
す
。
世
界
の
平
和
、

全
て
の
労
働
者
の
労
働
条
件
改

善
、
安
全
輸
送
確
立
、
大
幅
賃

上
げ
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
近

畿
地
方
本
部
が
そ
の
先
頭
に
た
っ

て
闘
う
決
意
を
申
し
上
げ
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
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本年もよろしくお願いします

執行委員長 山本 泰光

執行副委員長 有田 修

〃 羽生 隆盛

書記長 江口 芳生

執行委員 小西八十四

〃 西澤宗司郎

〃 木下 賢一

〃 宮野 正貴

青年部長 香川 博明

女性部長 谷澤由紀恵

会計監査 三塩 和敏

〃 竹塚 秀二

〃 井上 賢治

書 記 長澤 葉子

国
労
近
畿
地
方
本
部

執
行
委
員
長

山
本

泰
光

旗
び
ら
き
日
程

近
畿
地
方
本
部

１
月
６
日
（
土
）
11
時

国
労
大
阪
会
館

大
阪
地
区
本
部

１
月
８
日
（
月
）
11
時

国
労
南
近
畿
会
館

京
滋
地
区
本
部

１
月
13
日
（
土
）
13
時
30
分

し
ん
ま
ち
会
館

兵
庫
地
域
分
会

１
月
13
日
（
土
）
11
時

兵
庫
区
文
化
セ
ン
タ
ー


